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 例年よりも秋の訪れが早い感じがする今日この頃、皆様いかがおすごしでしょ

うか。法学類月報第 11 号では、羽賀由利子准教授の紹介、投票行動論ゼミによ

る選挙に関する出前授業のリポート、法学類 1 年生の山口紗季さんの寄稿を 

お届けします。間もなく始まる後期も充実したものになりますように。 

 

 

◆連載◆ 法学類の先生   第９回 羽賀由利子先生 （国際私法・国際取引法） 

 本学に着任して 2 年目となりました。福岡生まれ・九州大学及び同大学院卒の南国

育ちです。横溝大先生、陳一先生という素晴らしい先生方の後任として、国際私法・

国際取引法を担当しています。この分野では「英語プラス 1 の 2 言語は出来て当然、

それで 3 つめ・4 つめは？」という恐ろしい常識があり、英語・フランス語と、堪能

とは言えませんがイタリア語・ラテン語を理解します。中でもフランスには特に思い

入れがあり、院時代の一部を過ごしたパリを第 2 の故郷、学部時代のボルドーを第 3

の故郷と慕っています。 

 外国語が好きだったことと外国人の友人との交流（及びなし崩し的に巻き込まれた

諸トラブル）の経験が、国境を超える私人間の法律関係を取り扱う国際私法という分

野に進むきっかけとなりました。現在も学会や国際機関の研究プロジェクトなど様々

な形で国際的な仕事に関係していますが、出身国や文化が違うと全く話（常識）が通

じなかったり、かと思えば結局人間根っこは一緒なんだなと思わされたり、振り回さ

れますしストレスもありますが、毎回新しい発見があってとても楽しいです。 

 「国際化」は机上で学べるものではなく、肌で感じるものだと思っています。金沢

大学の学生さんは真面目で頭がよいのですが、やや内向的に過ぎる印象があります。

せっかく自由に使える時間のある時期ですから、勉学に努めつつも、世界へ出てその

広さと狭さを体感してみてください。                           

 

 

「選挙に関する出前授業」 

 投票行動論ゼミでは、7月 17 日に金沢市立紫錦台中学校、8月 28日に金

沢工業高等専門学校で、選挙に関する出前授業を実施しました。これは、

金沢市選挙管理委員会とゼミの連携事業の一環として、生徒／学生さんたちに早いうちから選



 

挙に関心をもってもらうために実施したもので、紫錦台中学では

3年生 36人、金沢高専では 3年生 103 人を対象に、ゼミ生が選挙

権や投票方法などについてクイズを交えながら解説をし、実際に

選挙で使用している投票箱を使った模擬投票も実施しました。 

 授業後におこなったアンケートでは、「選挙について楽しみなが

ら知ることができてよかった」「おもしろかったです。ちゃんと選挙に行こうと思いました」

などの感想が寄せられ、好評だったようです。 

 最近、投票率の低下が問題になっていますが、今回の出前授業が、生徒／学生さんたちが将

来、有権者になったときの投票参加につながってくれればいいなと思います。 

 投票行動論ゼミ担当・岡田浩 

 

「入学してからこれまでを振り返って」 

 

金沢大学法学類に入学してからの

半期を振り返ってみると、いろんなことが

あったなあと思います。最初はそれこそ友達

が出来るか不安でしたが、みんなとても気さ

くで、男女問わずたくさんの友達をつくるこ

とができました。また、大学では高校までと

違いオリジナルの時間割を組む、ということ

で大変困惑しましたが、先輩方が親身になっ

てアドバイスをくださったおかげで、自分に

合った時間割を作成することができました。 

授業については、初学者ゼミ、大学・社会

生活論、法学概論の三つが特に印象的です。

初学者ゼミでは、毎週配布された資料をもと

にレポートを書かされました。かなりハード

でしたが、説得力のあるレポートの書き方が

分かってよかったな、と思います。大学・社

会生活論では、代理母制度導入についてのプ

レゼンを行いました。プレゼンを制作したこ

とや、他グループの発表を見たことによって、

人を惹きつけ納得させるプレゼンとはどの

ようなものかが分かりました。法学概論につ

いては、キャラの濃い先生ばかりでトークが

面白かったなあと思います。そのおかげで授

業に集中できましたし、法についてより興味

を持つことができました。 

最初は初めてのことばかりで大変でした

が、前期を終えて、大学の授業とはどのよう

なものか、法学類とはどのようなところかが

少しわかりましたし、大学生活に慣れること

ができました。前期の経験を活かして、後期

からもまた頑張りたいなと思います。 

山口紗季（法学類 1 年生）

 

                   

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、法学類 HP (http://www.law.kanazawa-u.ac.jp/home/geppo)

に掲載していますのでご覧ください。 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部学

生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 
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